
大館市地域公共交通利便増進実施計画（概要） 新規

■ 大館市は「大館市地域公共交通計画」において、都市機能を集約し、公共交通により結びつける「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」
を推進し、住民や来訪者が安心して快適に移動できる環境を整備し、地域社会全体の持続的な発展と活性化の実現を目指している。

■ 重複する路線の整理や運行形態の見直しを行うことで、利便性向上による公共交通の利用促進を図り、人口減少や高齢化、観光
需要の変化などに対応した将来にわたる移動手段確保の基盤を築く。

■大館地域・比内地域を運行するバス路線の再編
・通学時間等のダイヤは従来どおり維持し、その他の時刻は６０分毎の運行とすること
で分かりすいダイヤ編成、効率化を図る。
・学生利用に合わせて運行便数を追加
・バス路線や時刻表の理解を容易にするため、３系統を集約し、起終点を統一
・中心拠点（大館駅）と中核拠点（比内総合支所）を結ぶ交通軸としての幹線と、
中核拠点と各地域拠点を結ぶ支線※への役割分担

※支線は利便増進実施計画外でコミュニティバスを実証運行

・ 作成自治体：秋田県大館市 ・ 事業実施区域：大館市全域
・ 事業実施予定期間：令和７年１０月～令和１０年３月

事業の効果

■路線の再編・集約による運行の効率化及び利便性の向上
・路線の見直しにより、運行本数の最適化及びダイヤの調整を行うことで利便性の
向上、公共交通利用者の増加を図る。

■収支率の改善
・重複区間の運行を集約することにより、運行の効率化による収支率の改善を図る。
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